
23

能
登
線
の
沿
革

明
治
29
年
7
月

　

津
幡
〜
七
尾
間
（
54
・
4
㎞
）
が
七

尾
鉄
道
（
民
営
）
と
し
て
敷
設
さ
れ
る

明
治
40
年
9
月

　

国
鉄
が
七
尾
鉄
道
を

買
収

大
正
14
年
〜
昭
和
10
年

　

七
尾
〜
輪
島
間

（
53
・
5
㎞
）
が
延
長

さ
れ
七
尾
線
が
完
成

昭
和
26
年

　

奥
能
登
地
方
が
国
土

総
合
開
発
法
の
特
定
地

域
に
指
定
さ
れ
る

昭
和
28
年
1
月

　

穴
水
〜
蛸
島
間
が
総
工
費
45
億
円
で

着
工

昭
和
34
年
6
月

　

穴
水
〜
鵜
川
間
（
23

㎞
）
が
開
通

昭
和
35
年
4
月

　

鵜
川
〜
宇
出
津
間

（
9
・
9
㎞
）
が
開
通

昭
和
38
年
10
月

　

宇
出
津
〜
松
波
間

（
13
・
8
㎞
）
が
開
通

昭
和
39
年
9
月

　

松
波
〜
蛸
島
間
（
14
・

3
㎞
）
が
開
通
し
能
登
線

61
㎞
全
線
が
開
通

昭
和
61
年
5
月

　

能
登
線
が
国
鉄
再
建
法

に
基
づ
く
第
3
次
特
定
地

方
交
通
線
に
選
定

昭
和
62
年
4
月

　

第
3
セ
ク
タ
ー
「
の
と
鉄
道
株
式
会

社
」
が
設
立

昭
和
63
年
3
月

　

の
と
鉄
道
能
登
線
が

営
業
を
開
始

平
成
13
年
3
月

　

穴
水
〜
輪
島
間
が
廃

止平
成
16
年
1
月

　
「
の
と
鉄
道
経
営
問

題
検
討
委
員
会
」
が
谷
本
知
事
に
能
登

線
の
廃
止
を
提
言

平
成
16
年
3
月

　
「
の
と
鉄
道
㈱
取
締
役

会
」
に
お
い
て
能
登
線

の
廃
止
が
決
議
さ
れ
る

平
成
17
年
3
月
31
日

　

の
と
鉄
道
能
登
線
が

廃
止

鵜川駅に初めて気動車が到着鵜川駅から宇出津駅に向けて出発宇出津駅を出発した気動車が松波駅に到着38 年 10 月、松波駅にてのと鉄道第 1号車が松波駅に

能登線輸送人員の推移
平成 4年（ピーク時） 　　  165 万人
平成 14年 　83万 8千人
平成 15年 　70万 4千人
平成 15年／平成 4年 ▲ 57％

沿線市町村の人口
平成 4年 　16万 6千人
平成 15年 　14万 5千人
平成 15年／平成 4年 ▲ 12.7％

沿線高校生数
平成 4年 　　9,947 人
平成 16年 　　6,183 人
平成 16年／平成 4年 ▲ 37.8％

沿線乗用車保有台数
平成 4年 　  6 万 7千台
平成 14年 　  8 万 1千台
平成 14年／平成 4年 ＋ 20.9％

列車本数の推移
平成 4年  上り 16本下り 17本
平成 16年  上り 10本下り 8本

収支動向
経常損益 累積損益

平成 4年 ▲1億 9,600 万円 ▲ 3,600 万円
平成 14年 ▲2億 9,900 万円 ▲ 2億 1,100 万円
平成 15年 ▲1億 9,600 万円 ▲ 3億 100 万円

数字で見る
「のと鉄道」の推移 あ

り
が
と
う
「
能
登
線
」

さ
よ
う
な
ら
「
の
と
鉄
道
」
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じ
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

▲縄文真脇温泉の露天風呂から望む

▲松波城址公園から松波駅を望む

▲のと鉄道本社が置か
　　　　れていた宇出津駅

▲小木駅近くの遊覧船乗り場から

▲矢波駅に到着する
　　黒く塗られた「NOTOEXPRESS 号」

穴水方面から鵜川へ、トンネルを抜け
て山田川を渡る

▲

七見から波並の区間は
　国道沿いにレールバスが走る

▲

▲白丸駅から小木駅に向けて
　　　　　　　　長い直線を進む

１

２

３

４

５

６

８

７
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